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令和６年度熊本支部事業実施結果

ＫＰＩ達成度

Ａ 目標を大きく上回った

Ｂ 目標を達成した

Ｃ 目標未達

計画達成度

ａ 計画以上の実施または効果があった

ｂ 計画通りに実施した

ｃ 計画通りに実施できなかった

【KPI設定あり】 【KPI設定なし】

実績評価の基準

※全国順位で評価している項目もあります。
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分
野 施策分類

ＫＰＩ 全国順位
実績評価R6目標

(R5目標)
R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

基
盤
的
保
険
者

機
能

サービス水準の向上

①サービススタンダード（現金給付の申請受付から
支給までの標準期間10日間）の達成率

100％
(100％)

100％
(100％) ― B

②現金給付等の申請に係る郵送化率 92.3%以上
(96.0％以上)

93.5％
(92.3%)

31位
(38位) B

業務グループ事業計画まとめ

分
野 施策分類 事業計画 実績評価

基
盤
的
保
険
者
機
能

業務改革の実践と業務品
質の向上

①事務処理体制の強化と生産性の向上 ｂ

②業務の標準化・効率化・簡素化と職員の意識改革の促進 ｂ

現金給付等の適正化の
推進

①傷病手当金と障害年金等との併給調整の適正実施 ｂ

②現金給付の不正の疑いに対する支部保険給付適正化ＰＴにおける精査と事業主への立入検査 ｂ

③海外出産育児一時金の不正請求防止 ｂ

④柔道整復施術療養費及びあんまマッサージ指圧・はりきゅう施術療養費の過剰受診への審査強化 ｂ

⑤被扶養者資格再確認の徹底 ｂ

⑥標準化した業務プロセスによる事務処理の徹底 ｂ

【KPI設定あり】

【KPI設定なし】
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①サービススタンダード（現金給付の申請
受付から支給までの標準期間10日間）の
達成率

R6目標
(R5目標)

R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

実績
評価

100％
(100％)

100％
(100％) ― B

現金給付のなかで、特に傷病手当金や出産手当金等の生活保障の性格を有するものについては、申請受付から支給までの標準期間を10
日間とすることをサービススタンダードとしており、その達成率をKPIとしている。

【6年度総括】
・日々の進捗管理を徹底したことにより100％を達成することができた。

【7年度方針】
・引き続き日々の進捗管理の徹底を行いKPIの達成を目指す。

業務グループＫＰＩ詳細

②現金給付等の申請に係る郵送化率

R6目標
(R5目標)

R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

実績
評価

92.3%以上
(96.0％以上)

93.5％
(92.3%)

31位
(38位) B

申請書の受付方法は、窓口受付と郵送受付があるが、加入者・事業主の利便性の向上や負担軽減の観点から、郵送による受付を促進して
おり、現金給付等の申請書の郵送化率をKPIとしている。

【6年度総括】
・各種広報による郵送による提出案内と返信用封筒の活用等により、対前年度以上の目標を達成することができた。

【7年度方針】
・引き続き各種広報や返信用封筒の活用等により、郵送化による提出を促進し、加入者の利便性を向上させる。
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分
野 施策分類

ＫＰＩ 全国順位
実績評価R6目標

(R5目標)
R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

基
盤
的
保
険
者
機
能

レセプト点検の精度向上

①協会のレセプト点検の査定率 0.249％以上
(－)※1

0.148％
(0.249％)

14位
(5位) C

②協会の再審査レセプト1件当たりの査定額 10,167円以上
(9,104円以上)

8,648円
(10,167円)

26位
(8位) C

債権管理・回収と返納金
債権発生防止の強化

③返納金債権（診療報酬返還金（不当請求）を
除く。）の 回収率

62.81%以上
(－)※1

67.74％
(62.81%)

35位
(41位) B

④日本年金機構回収分も含めた資格喪失後1か月
以内の保険証回収率

87.33%以上
(92.52%以上)

85.72％
(87.33%)

22位
(21位) C

レセプトグループ事業計画まとめ

分
野 施策分類 事業計画 実績評価

基
盤
的
保
険

者
機
能 レセプト点検の精度向上

①システムによる自動点検の活用と内容点検効果の高いレセプトの優先的かつ重点的審査 ｂ

②支払基金との協議による連携強化とレセプト点検員のスキル向上 ｂ

【KPI設定あり】

【KPI設定なし】

※1:当該項目（査定率及び返納金回収率）は、令和６年度より条件を変更したため、令和５年度目標値は「－」と表記しています。
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レセプトグループＫＰＩ詳細
R6目標
(R5目標)

R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

実績
評価

①協会のレセプト点検の査定率 0.249％以上
(－)※1

0.148％
(0.249％)

14位
(5位) C

※1:当該項目（査定率）は、令和６年度より条件を変更したため、令和５年度目標値は「－」と表記しています。

②協会の再審査レセプト1件当たりの査定
額

10,167円以上
(9,104円以上)

8,648円
(10,167円)

26位
(8位) C

医療機関から提出された診療報酬明細書（レセプト）について、内容に誤りや不備がないかを点検し、誤りや不備があった場合は、診療報酬
支払基金へ再審査請求を行い、再審査請求が認められれば「査定」となる。

【6年度総括】
・診療報酬支払基金のAI等による一次審査の精度向上により、協会けんぽにおける二次審査の難易度が上がり、①②ともに目標達成となら
なかった。

【7年度方針】
・他支部の高額査定事例を参考にした高点数レセプトの点検を行うとともに、支部内での勉強会（情報共有）や支部独自研修の開催、支
払基金との協議を行うことでレセプト点検員のさらなるスキルアップを図る。
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レセプトグループＫＰＩ詳細
R6目標
(R5目標)

R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

実績
評価

③返納金債権（診療報酬返還金（不当請求）を除く）の
回収率

62.81%以上
(－)※1

67.74％
(62.81%)

35位
(41位) B

※1:当該項目（返納金回収率）は、令和６年度より条件を変更したため、令和５年度目標値は「－」と表記しています。

④日本年金機構回収分も含めた資格喪失
後1か月以内の保険証回収率
（R6年11月までの実績）

87.33%以上
(92.52%以上)

85.72％
(87.33%)

22位
(21位) C

主に健康保険の資格喪失後、誤って資格が切れた保険証を使って医療機関を受診した場合に発生する医療費の返還金債権の回収率。

【6年度総括】
・③について、保険者間調整（※2）の処理を推進したことにより、目標を達成することができた。
・④について、マニュアルに沿った催告業務等、5年度からの取り組みを継続したが、目標達成とならなかった。

【7年度方針】
・③について、高額債務者への早期接触を念頭に置き、保険者間調整のさらなる推進を図り、回収率の向上に努める。
・④については、マイナンバーカードと保険証の一体化（保険証の廃止）により、7年度のKPIは設定なし。

※2:保険者間調整とは、協会けんぽと国民健康保険等の保険者間で直接医療費の調整を行う制度。そのため、債務者は返納金を直接協会けんぽに支払う必要が
なくなります。
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分
野 施策分類

ＫＰＩ 全国順位
実績評価R6目標

(R5目標)
R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

戦
略
的
保
険
者
機
能

特定健診実施率・事業者
健診データ取得率等の向
上

①生活習慣病予防健診実施率 68.2％以上
(66.5％以上)

65.8％
(69.4％)

14位
(13位) Ｂ

②事業者健診データ取得率 10.7％以上
(11.5％以上)

5.8％
(7.9%)

34位
(24位) Ｃ

③被扶養者の特定健診実施率 29.5％以上
(30.0％以上)

26.1％
(25.2%)

40位
(40位) Ｃ

特定保健指導実施率及
び質の向上

④被保険者の特定保健指導実施率 39.5％以上
(39.3％以上)

37.9％
(42.3%)

1位
(1位) A

⑤被扶養者の特定保健指導実施率 26.0％以上
(14.5％以上)

25.1％
(26.5%)

11位
(6位) Ｃ

重症化予防対策の推進 ⑥健診受診月から10か月以内に医療機関を受診し
た者の割合

対前年度以上
(－)※1

39.4％
(37.5％)

３位
(２位) Ａ

保健グループ事業計画まとめ

分
野 施策分類 事業計画 実績評価

戦
略
的
保
険
者
機
能

重症化予防対策の推進

①糖尿病性腎症重症化予防プログラムの実施 a

②慢性腎臓病（ＣＫＤ）該当者等への受診勧奨 a

③事業所を通じた「職場の喫煙対策」事業 a

④心房細動リスク者への受診勧奨 b

コラボヘルスの推進 ⑤産業保健総合支援センター等と連携したメンタルヘルス対策 a

【KPI設定あり】

【KPI設定なし】
※1:当該項目（重症化予防）は、令和６年度より条件を変更したため、令和５年度目標値は「－」と表記しています。
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①生活習慣病予防健診実施率
R6目標
(R5目標)

R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

実績
評価

68.2％以上
(66.5％以上)

65.8％
(69.4％)

14位
(13位) Ｂ

35歳以上の被保険者を対象として生活習慣病予防健診を実施。熊本県の働き盛り世代を中心に、対象者数約245,000人に向けて、特
定健診＋がん検診も含んだメニューを展開。

【6年度総括】
・６年度は「受診する側＝事業所への受診案内」と「健診実施側＝健診機関への受入れ枠拡大の呼びかけ」の両面で、実施率向上に向け
た事業を推進した。
・5年度と集計方法が変わったため、数値上KPI未達成となっているが、実際のグロス値は前年度を上回っており（70.3％）、高い水準をキー
プしている。

【7年度方針】
・７年度は、６年度事業に加えて、自治体や関係団体などの地域ネットワークを活用した受診拡大の取組みを推進する。

②事業者健診データ取得率
R6目標
(R5目標)

R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

実績
評価

10.7％以上
(11.5％以上)

5.8％
(7.9%)

34位
(24位) C

生活習慣病予防健診を利用していない被保険者については、労働安全衛生法に基づく事業者健診データ（定期健康診断の結果）を取得
することで特定健診を実施したものとみなされることから、当該データの取得を進める。

【6年度総括】
・6年度は、ⅰ）取得率への影響が大きい大規模事業所や業態を選定し、効果的な提供依頼を行った他、ⅱ）健診機関から直接データの
提供を受けるべく、健診機関への提供依頼を行った。
・6年度から、40歳未満者のデータも取得する方針となり、取得件数自体は微増しているが、KPI上（40歳以上者がカウント）は未達成と
なった。

【7年度方針】
・７年度は、上述ⅰ）・ⅱ）の取組みを継続しながら、ⅰ）の事業については外部委託も活用しながら着実なデータ取得に努める。

保健グループＫＰＩ詳細
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●被保険者向け「生活習慣病予防健診」
熊本県下約33,000事業所に、生活習慣病予防健診受診のご案内文書を送付。基礎的な健診項目に加え、５大がん検診も含んだ充実の
メニュー。（以下パンフレットは令和７年度版）
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③被扶養者の特定健診実施率
R6目標
(R5目標)

R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

実績
評価

29.5％以上
(30.0％以上)

26.1％
(25.2%)

40位
(40位) C

40歳以上の被扶養者を対象として特定健診を実施。対象者数約58,000人に向けて、県内各地での巡回健診や、自治体の実施するがん
検診（集団健診）との同時実施等の機会を作って受診を推進する。

【6年度総括】
・６年度は、ⅰ）県内を巡回し協会主催の集団健診を約160回開催、ⅱ）自治体の実施するがん検診（集団健診）との同時実施を推
進した。
・経年的に見ると受診率は漸増しているものの、被保険者の受診率に比べると伸び悩んでいる。

【7年度方針】
・７年度は、上述ⅰ）・ⅱ）の取組みを継続しながら、特にⅰ）については「骨粗鬆症検診」・「歯科検診」のオプション検査を無料で付与す
るなどの方策によって受診率の向上させ、受診率アップを目指す。

④被保険者の特定保健指導実施率
R6目標
(R5目標)

R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

実績
評価

39.5％以上
(39.3％以上)

37.9％
(42.3%)

1位
(1位) Ａ

健診を受けた40歳以上の被保険者の中で、健診結果からメタボリックシンドロームのリスクがある方に特定保健指導を行う。実施方法は「協会
の保健師・管理栄養士が行う」直営方式と「健診機関や専門機関が行う」外部委託方式を採っている。

【6年度総括】
・６年度は、「健診機関による健診当日の特定保健指導初回面談実施」を強力に推進した他、ICTを活用した遠隔面談や継続的支援など
を外部委託により実施した。
・結果として、KPIこそ達成できなかったが、実施率の順位は令和４年度から３年連続の全国１位を獲得することができた。

【7年度方針】
・7年度も、健診機関などの外部委託事業を中心に実施率の向上を図っていく他、「対象者に響く（行動変容を促す）保健指導」を追求し、
「質の向上」にも注力していく。

保健グループＫＰＩ詳細
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●被扶養者向け「特定健診」
被扶養者向けには、特定健診項目と無料オプション検査もついた巡回健診＝「くまとく健診」を中心に展開（図-1）。
なお、被扶養者の「がん検診」はお住いの自治体が行うため、協会の特定健診と市町村のがん検診を同時に受診できる機会の創出にも
努めている（図-2）。

（図-1）被扶養者向け「くまとく健診」受診のご案内ダイレクトメール
（図-2）熊本市の例／がん検診同時受診イベントの

ご案内ダイレクトメール
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⑤被扶養者の特定保健指導実施率

R6目標
(R5目標)

R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

実績
評価

26.0％以上
(14.5％以上)

25.1％
(26.5%)

11位
(6位) Ｃ

40歳以上の被扶養者に向けても、被保険者と同様に特定保健指導を実施している。

【6年度総括】
・事業の主軸は、県内を巡回して開催する、協会主催の集団健診（年間160回開催）での「健診当日の保健指導初回面談」の推進。
・経年的に推進してきたこの取組みが功を奏し、実施率の全国順位は上位をキープしている。

【7年度方針】
・7年度も引き続き当該取組みを軸に保健指導の「量的拡大」を進めながら、同時に「質の向上（保健指導師のスキルアップなど）」にも注力
していく。

⑥健診受診月から10か月以内に医療機関
を受診した者の割合

R6目標
(R5目標)

R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

実績
評価

対前年度以上
(－)※1

39.4％
(37.5％)

３位
(２位) Ａ

※1:当該項目（重症化予防）は、令和６年度より条件を変更したため、令和５年度目標値は「－」と表記しています。

健診結果から、血圧・血糖・脂質の結果が一定基準以上の方に、ダイレクトメールや支部の保健師による電話・お手紙での「医療機関受診勧
奨」を行っている。

【6年度総括】
・ダイレクトメールや電話等での受診勧奨の効果により、全国順位３位という好順位を達成した。健診を受診した健診機関から、対象者（受
診者）への積極的な勧奨も功を奏している。

【7年度方針】
・7年度は、支部独自で経年的に実施している「ＣＫＤハイリスク者（※2）への受診勧奨」についても一層注力していく。
※2:ＣＫＤ…慢性腎臓病。熊本県では生活習慣病に起因する腎疾患患者数の増加により、人工透析の患者率が全国有数であり、県
全体の課題である。

保健グループＫＰＩ詳細
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●重症化予防事業
熊本県は、メタボリスク保有者が全国比で高く、それに伴い
「高血糖」→「腎疾患」→「人工透析患者数」も多いのが現状。
熊本支部では、このようなリスクを抱える方々にアプローチし、
医療機関への受診を促す事業（受診勧奨）を行っている。

健診結果から、「血圧・血糖・ＬＤＬ（脂質）」の
数値が要治療領域の方に、ダイレクトメール
をお送りし医療機関受診を促す。（全国共通
様式）

健診結果から、「尿蛋白・eGFR」」の数値から、
ＣＫＤ（慢性腎臓病）のリスクのある方に、ダ
イレクトメールをお送りし腎臓専門機関受診
を促す。（熊本支部独自の取り組み）
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分
野 施策分類

ＫＰＩ 全国順位
実績評価R6目標

(R5目標)
R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

戦
略
的
保
険
者
機
能

コラボヘルスの推進 ①健康宣言事業所数 2,930事業所
(2,080事業所)

3,325事業所
(2,940事業所)

6位
(7位) Ａ

医療費適正化 ②ジェネリック医薬品使用割合 85.6％以上
(84.0％以上)

90.3％
(85.6%)

13位
(9位) Ａ

広報活動や「顔の見える
地域ネットワーク」を通じた
加入者等の理解促進

③全被保険者数に占める健康保険委員が委嘱され
ている事業所の被保険者数の割合

64.7％以上
(62.0％以上)

67.3％
(66.1%)

10位
(9位) Ｂ

④健康保険委員の委嘱事業所数 6,817事業所
(設定なし)

7,026事業所
(6,971事業所)

16位
(14位) Ｂ

内部統制等 ⑤一般競争入札に占める一者応札案件の割合 15％以下
(20％以下)

6.3％
(0%)

22位
(1位) Ｂ

企画総務グループ事業計画まとめ

分野 施策分類 事業計画 実績評価

戦
略
的
保
険
者
機
能

医療費適正化
①ポリファーマシー（多剤服用の有害事象）等に係る医療関係者への情報提供や加入者への周知・啓発 ａ
②上手な医療のかかり方（かかりつけ医、時間外受診・はしご受診の問題点、リフィル処方箋等）に係る加入
者への周知・啓発 ａ

広報活動や「顔の見える地
域ネットワーク」を通じた加入
者等の理解促進

③広報活動における「加入者・事業主目線」、「地域・職域特性への対応」、「多様な広報媒体の活用」、
「PDCAの実践」 ｂ

地域の医療提供体制等への
データを活用した意見発信

④「熊本県保健医療計画」及び「熊本県における医療費の見通しに関する計画」に係る意見発信 ｂ
⑤地域医療構想調整会議、健康づくりや医療費適正化に関する県の会議等における意見発信 ｂ

保険者機能の強化を支える
組織・運営体制等の整備

⑥「人材育成」、「働き方改革」、「内部統制」「個人情報保護」、「法令等規律の遵守（コンプライアンス）」、
「災害対応」、「コスト削減」 ｂ

【KPI設定あり】

【KPI設定なし】
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企画総務グループＫＰＩ詳細

①健康宣言事業所数

R6目標
(R5目標)

R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

実績
評価

2,930事業所
(2,080事業所)

3,325事業所
(2,940事業所)

6位
(7位) Ａ

協会けんぽに対して、健康宣言（事業主による健康経営への決意表明）を行った事業所数。

【6年度総括】
・「事業所カルテ」を活用した健康宣言勧奨により大幅増。
・課題は、健康宣言事業所の質の向上。協会によるフォローアップの拡充。

【7年度方針】
・引き続き、「事業所カルテ」を活用した勧奨を９月に実施予定。
・フォローアップとして、「健康づくり出前講座」（13講座→15講座へ拡充）と、「健康経営計画の策定コンサル」（新規）をスタート。
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事業所カルテのイメージ
健診受診率や健診結果から分かる生活習慣病リスク保有率、健診の際の問診票から分かる喫煙や運動習慣の有無などを、事業所
ごとに集計し見える化したもの。経年変化や県内での順位等も掲載。この事業所カルテを活用し健康宣言を勧奨している。
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出前講座の概要
健康宣言を行った事業所への無料サービス（フォローアップ）として、以下の15テーマの中から好きな講座を受講できる。
ご希望の日時と場所へ、セミナー講師を派遣する。（オンライン受講も可）

健康経営コンサルの概要
健康宣言を行った事業所への無料サービ
ス（フォローアップ）として、「健康経営計
画書の策定」を目指し、サポートを行う。
「入門コース」と「推進コース」の２コース。
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企画総務グループＫＰＩ詳細

②ジェネリック医薬品使用割合

R6目標
(R5目標)

R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

実績
評価

85.6％以上
(84.0％以上)

90.3％
(85.6%)

13位
(9位) B

加入者によるジェネリック医薬品の使用割合（数量ベース）。

【6年度総括】
・堅調に推移。ジェネリック医薬品を使用することで一定以上（3か月で4,000円以上）の薬剤費軽減が見込める加入者約1,300人を割り
出し、自宅へダイレクトメールを送付。

【7年度方針】
・引き続き、効果が見込める加入者をターゲティングし、勧奨を行う。
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「上手な医療のかかり方」勧奨ダイレクトメール（テーマ:ジェネリック医薬品）のイメージ
ジェネリック医薬品がある先発医薬品の処方を一定期間受けており、かつ、ジェネリック医薬品との差額が3か月間で4,000円以上（10割）
見込まれる加入者約1,300人に対してＤＭを送付。この他にも「時間外受診」や「多剤服薬」、「重複受診」など、合計5テーマの「上手な医
療のかかり方」について、合計約10,000人に対してＤＭを送付。
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「上手な医療のかかり方」にかかる医療関係者宛てダイレクトメールのイメージ
「データ分析結果の情報提供」という形で、県内すべての医科医療機関1,362件へ送付。同封したアンケート（回答数:250）によれば、
本ＤＭに対する評価は、「非常に良い・良い」50.8％、「普通」43.6%、「悪い」1.2%と概ね好評であった。
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企画総務グループＫＰＩ詳細
R6目標
(R5目標)

R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

実績
評価

③全被保険者数に占める健康保険委員が
委嘱されている事業所の被保険者数の割
合

64.7％以上
(62.0％以上)

67.3％
(66.1%)

10位
(9位) Ｂ

④健康保険委員の委嘱事業所数 6,971事業所
(設定なし)

7,026事業所
(6,971事業所)

16位
(14位) Ｂ

事業所における健康保険担当者や健康づくり担当者を「健康保険委員」として委嘱。協会けんぽと加入者をつなぐパイプ役。

【6年度総括】
・健康宣言と併せて健康保険委員を募ったことで順調に増加。
・課題は、健康保険委員へのフォローの強化。委員活動の活性化を目指す。

【7年度方針】
・健康宣言と併せた健康保険委員の勧奨を継続。規模や業種、地域等を分析し、ターゲットを絞った勧奨も実施予定。
・健康保険委員向け広報誌「スマイルけんぽ」（年4回発行）を、4ページから24ページの冊子に拡充。
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企画総務グループＫＰＩ詳細

⑤一般競争入札に占める一者応札案件の
割合

R6目標
(R5目標)

R6実績
(R5実績)

R6順位
(R5順位)

実績
評価

15％以下
(20％以下)

6.3％
(0%)

22位
(1位) Ｂ

調達における競争性を高め、コスト削減につなげるため、一般競争入札に占める一者応札案件の割合をKPIとしている。

【6年度総括】
・複数業者の競争参加により、公平性、透明性が確保でき、コストの削減が実現。
・一般競争入札案件は１６件で、うち１者応札は１件のみ。

【7年度方針】
・委託スケジュールを念頭に、調達公告をできる限り早いスケジュールで行う。
・引き続き、複数業者の参加となるよう、コスト削減を意識し取り組む。


